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x 30 mm（アズワン製）に混合灰を 5 g 投入し，小
板を使って平らに押し固めた． 

















































および時間を 1120 °C, 4 h とし，ホウ酸を 1 および 2 
wt%添加した混合灰の焼成試験を行った．その結果，得
られた焼成体の強度はいずれも非常に脆く，耐荷重は





表１ ホウ酸混合灰から得られた焼成体の強度 a) 
a) 焼成条件：1120 °C, 4 h 
 









３種の Ca 塩では，その耐荷重は 3,000 g 以上まで向上
した（表２）． 
 
表２ ホウ酸(2 wt%) — カルシウム塩(8 wt%)混合添加
剤を用いて生成した混合灰焼成体の強度 a) 
Ca 塩 CaCO3 CaO Ca(OH)2 CaSiO3-nH2O
耐荷重 (g) 3,000 3,000 3,000 2,000 
a) 焼成条件：1120 °C, 4 h 
 
 混合添加剤系の有効性を確認するために，各種 Ca 塩
から炭酸カルシウムを選択し，添加量を 8 wt%に固定




表３ ホウ酸の割合を変えて調製した CaCO3(8 wt%)
混合添加剤を用いて生成した混合灰焼成体の強度 a) 
ホウ酸 (wt%) 0.2 0.5 1 
耐荷重 (g) 400 600 1700 










ホウ酸 (wt%) 1 2 
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(1) 特許第 393117 号 
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